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石巻山

萱野遺跡調査区全景 (東から )

　萱野遺跡から検出された屋
や

敷
しき

地
ち

は、区
く

画
かく

溝
みぞ

（30・31SD）を境に、北側と南側で展開しています。
北側は、北西側に屋敷の中心があるようで、掘

ほったて

立 柱
ばしら

建物の柱
ちゅう

穴
けつ

が多数検出されています。
　それに対し南側では、人頭台の礫を 1~2 個伴う掘立柱建物の柱穴が多数検出されています（赤
く塗りつぶした遺構）。これらの柱穴は、基底部に礫を伴うものと柱の埋土中に礫が埋められて
いるものの 2 種類があり、埋土中に埋められている柱穴は、比較的浅いのが特徴です。これら
礫を伴う柱穴は、野添遺跡でも確認されていましたが、萱野遺跡の方が多く検出されています。
　区画溝 30・31SD からは、土

は

師
じ

器
き

類や陶
とう

磁
じ

器
き

類が多く出土しています。土師器類には、内
ない

耳
じ

鍋
なべ

や羽
は

釡
がま

、皿などがあります。陶磁器類には、17 世紀から 18 世紀初頭の瀬
せ と

戸・美
み の

濃製品のほか、
伊
い ま り

万里（佐賀県）や志
し と ろ

戸呂（静岡県）など様々な産地の製品も出土しています。また、火
ひ

鉢
ばち

や
風
ふ

炉
ろ

などの火
か ぐ

具も多く出土しています。
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礫を伴う柱穴

遺構外形

野添遺跡・萱野遺跡 20241207
遺構全体図
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　野添遺跡では、2022年度と23年度(23区)
の調査で、戦国時代～江戸時代前期(15世紀
～17世紀)までの屋敷地が発見されました
(SB01～SB13)。
　今年度は23区の西側を調査しました(24
区)。この調査区からは23区から続く区画溝
(40SD・41SD)が検出され、当時の屋敷地の
規模を知る上で、重要な事例となりました。
　また屋敷の北西では、屋敷墓と考えられる
土坑(土坑墓?)が検出され、埋土中からは土
師器皿や渡来銭が出土しました。

やし き　 ち
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野添遺跡調査区全景(北から)

土坑墓19SK　土層断面

土坑墓19SK　遺物出土状況
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